平成27年度第1回
鶴岡市学校給食センター運営委員会　議事録
開催日時：H２７．７．１５  　午後３時～

場　　所：鶴岡市学校給食センター　会議室
１．開会（所長補佐）
２．教育長挨拶（難波教育長）

３．報告説明

報告第１号　　平成２６年度鶴岡市学校給食センター運営状況について（資料により説明）
報告第２号　　平成２７年度鶴岡市学校給食センターの運営方針について（資料により説明）
委員長　　ただ今報告にございました平成２６年度の給食センター運営状況につきまして、皆様よりご意見ご質問があれば受付けたいと思います。
どなたかいらっしゃいませんでしょうか。
委　　員　　さきほどお話がありましたが、１２ページから始まる学校給食の栄養報告書の中の脂肪の充足率ですが、平成２４年度にこの場でお話しをさせていただいて、平成２５年度から脂肪の摂取量を減らすご努力をいただいて、１３ポイントから１５ポイントくらいでしょうか、それぞれ引き下げていただいたわけです。それから２年経過して、実は本校での肥満が大きな健康上の課題でして、ここ数年ずっと増加傾向にあって、中学校２年生の女子にいたっては非常に高い率だったものですから、非常に心配をしていましたが、今年度から男女とも減少に転じることができました。また鶴岡市全体でも平成２５年度は増加しておりましたが、平成２６年度から減少に転じているようでした。以前、意見を申し上げた時には肥満傾向、肥満の生徒達への対応になるかどうか、はっきりしなかったのですが、今の子供の状況をみると、やはり脂肪の摂取量が多少なりとも関わっているのではないのか、と推量いたします。今後とも是非ともこの脂肪の摂取量については大変だとは思いますが、充足率を下げていただいて、このまま継続していただければ大変ありがたいと思います。
委員長　　ありがとうございます。

今の件につきましていかがでしょうか。

所長　　　委員の意見につきまして、具体的に給食の献立による結果がでてきているという現場でのご意見だと受け止めております。各センターで、充足率は違ってはおりますが、また改めて栄養教諭との協議を進めて調整を図ってまいりたいと思います。
委員長　　　ありがとうございます。ほかに何かございませんでしょうか。

特段ないようです。

この資料を見させていただいて、去年から思っていましたが、いろいろと考えて子供たちに給食を提供していただいていることが、とてもよくわかる資料だと思っておりました。引き続き子供達が今のように健康でいられるように頑張っていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。
委　　員　　　放射性物質検査について若干補足させていただきたいと思います。まず２つの検査がありまして、県外産食材事前検査というのがありますが、これにつきましては、平成２４年７月から実施しておりまして、私が把握している限りでは２２市町村のローテーションでおこなわれております。それから一食まるごと、一週間分をまとめてというのは事後検査と言いますけれど、平成２４年２月から実施されまして、２７市町村のローテーションでおこなわれております。県外産につきましては、１６都県を中心に実施されていたかと思います。出荷制限指示という言葉を聞いたことがあるかと思いますが、放射性物質が１００ベクレルを２回超えますと、原子力災害対策本部の方から出荷制限指示というのが出されることになっています。幸いなことに農産物の方はでておりません。６月１５日現在ということになりますけども、事後検査につきましては今まで総計で５１６件、それからまるごとについては２５３件検査をしておりまして、いずれも基準値を超えたものはないという状況でございます。ただ、県の方とも、このままこの検査を続けるかどうか、検討に入っております。現在は、事態の緊急事態期になっておりますが、だんだん落ち着いてきておりますので、終息期、終息準備期に入ってきているのではないかという話もあります。去年、専門家の方の意見も聞いたところですが、空気中の放射性物質の検査の部分では少し減少しておりますけれども、食品に関しては、当然給食もそうですけども、どうしても口に入るものは直接健康に影響があるということで、検査の数は減らしておりませんが、来年度に向けてはまだ検討しているという事ですので、放射性物質の検査について、もし保護者、教育の現場の方からご意見がございましたらお聞かせいただければ大変ありがたいと思います。さきほど言った通り県産農産物はさまざまな検査を実施しております。山形新聞を通して必ず公表しておりますので、注意深くみなさんから見ていただいて、関心を持っていただければ大変ありがたいと思います。どうしてもみなさんの関心が、時間が経過するにつれてどんどん低下していって、たとえば昔は、ダイオキシン等の環境ホルモンについて、みなさん関心があったと思います、ゴミ袋とかいろいろ関心あったと思いますが、今はそういう声をまったく聞かなくなりましたし、DDTにしてもそうですし、全く関心をもたれていない方が多いと思いますが、やはり関心を持っていただければ大変ありがたいなと思いますのでどうかよろしくお願いしたいと思います。
委員長　　　報告第二号についてご意見ご質問のある方いらっしゃいますでしょうか。

委　　員　　　鶴岡地域のアレルギー対応のところですが、機械設備の整備計画にあわせて今後の検討ということになっておりますが、今の学校にはおりませんが、前にいた学校には重篤なアレルギーの子がおりまして弁当で毎日登校しておりました。今後の見通しとして具体的にあれば教えていただきたい。　　　
所長　　　この鶴岡のセンターの建物自体も老朽化しており、今までそれぞれの設備、あるいはそのスペースを部分的に改善してきたわけですが、のちほど見学用の窓から見て頂ければと思いますが、大型の調理機械についても更新の時期を迎えています。具体的にはコンベア式の蒸し物機、焼き物機が一台ずつありますが、この蒸す、焼くの調理が一台の機械でできるものがありますので、たとえばこういう機械を導入することにより、スペースを生むことができます。

そして、このスペースを利用してアレルギー対応の調理ができるのではないかと考えております。来年度以降大型調理機の更新を予定しておりますので、次回あたりで具体的に見通しを提案できるかと思います。
委員長　　　よろしかったでしょうか。

委　　員　　　はい。

委員長　　　ありがとうございます。ほかに何かございますでしょうか。

それではないようであれば、二つの報告事項につきましては、承認を得られたということで、ここで会議を閉めさせていただきたいと思います。どうもありがとうございました。

事 務 局　　　委員長、ほんとにどうもありがとうございました。

それでは、４のその他でございますけれども、他に委員の方から何かありませんでしょうか。

委　　員　　二点お願いします。一点目ですが、新潟で米飯に牛乳が合わないということで牛乳を取りやめた地域があったと思いますが、それもPTAからの意見があり、検討して、そうなったという事ですけれども、幸い鶴岡の場合PTAからそういう意見は出ていないと思いますけれども、このことを大網の子供達に「どうだぁ？」と聞いてみました。するとわずが１５人しかいませんが、全員が「いや、牛乳は絶対なくしてほしくない。牛乳はご飯であろうが絶対欲しい」という意見でした。今後そういう意見が出てきたときには、子供たちの考えを十分に聞いていただき参考にしていただけたらありがたいと思います。二つ目ですが、昨年度もこの場で、保温性の高い食缶の導入についてお聞きしましたが、保管場所の問題や、予算の面もあって、という報告をいただきましたので十分理解しておりますが、なお予算措置とか、積極的にしていただければありがたいと思いますのでよろしくお願いいたします。
所長　　　二点ご意見をいただきました。まず牛乳の件について、実は私も個人的に中学校以来の給食をここで食べるにあたって、ほんとに小学校１、２年生の子が牛乳と、具だくさんの汁物を、食べられるかなというふうに思う時が何度かありました。ただ、学校の方で指導して頂いて、現実的には残菜も多くなっておりませんので、子供達もそれを食べて飲んで、体作りになっていると思っています。
先立て新潟県三条市が、昨年度末まで牛乳を一定期間取り止めましたが、これからは牛乳の摂取を給食の時間とは切り離して実施するというようなことでした。本市においては、牛乳を引き続き提供をしていくということはもちろん、現時点では揺るがないものですけども、多くの小学校や中学校の方からも、ご意見は伺って参りたいと思います。

それから、機能性のある食缶については、私もできたての給食を提供したいと思っておりますが、これについてはこれまでの経過と今後の予算措置の中で対応していきたいと思っております。以上でよろしいでしょうか。

　委　　員　　　はい。
事 務 局　　　他に何かありますでしょうか。

委　　員　　　お願いですけれども、ひとつは、もちろん気を付けていらっしゃると思うのですが、食中毒でございます。今年に入って、庄内地域において食中毒が多発しておりまして、３月と５月に酒田市と三川町の飲食店で立て続けに食中毒が発生しました。一か所はサルモネラでしたけれども、他はノロウイルスが原因でした。県内でも今年に入って９件発生しており、３件が庄内管内ですけれども、患者数が全体で２５０名のうち庄内だけで１５０名ということで、件数は三分の一かもしれませんけれども、患者数からすれば、６割を占めています。このような事態でございますので、気を付けていらっしゃると思うんですけれども、さらに十分気をつけていただければ大変ありがたいと思います。

去年、置賜地域で厚生労働省の関係者をお呼びし講習会を開きました。その時は、このセンターでも検便もやっていると思いますけれども、検便の検査で菌が出ないからといって安心しないでほしいというお話でした。やっぱり気を付けるのは手洗いです。去年の前任者もお話ししたかもしれませんけれども、ノロウイルスは厄介で、少ない量でも発症します。何十個という数でも発症します。それを死滅させるには８５度で９０秒の温度と時間が必要です。そういう手洗いでは当然火傷をしてしまって誰もすることができませんので、やはりウィルスを手から落とすということで手洗いをしっかりやってもらいたいと思います。お話の中で、手洗いについては２度洗いを徹底してほしいということでした。６０秒、石鹸で揉み洗いをして、３０秒で水洗いしてもまだ不十分ですので、必ず２度洗いすること、２回目はそんなに６０秒洗わなくても結構です。３０秒の石鹸での揉み洗いでも十分結構です。２度洗いをやってみるとわかると思うんですけれど、手の油と一緒に落とすことになります。例えば手に１００万のウィルスがあったとしても、二度洗いでノロウイルスによる食中毒の可能性を下げる事が十分可能だという厚生労働省の報告がありましたので、その辺を徹底していただければ、大変ありがたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。それから、あともう一つ、県の方で条例を改正しまして、国の方針にもありますが、全国的にもそうですけれども、今後、HACCPを推進していくことになっています。きちんとした確認、手順書といいますか、作業手順書を作って記録をしっかりしていこうということです。これによって、例えば学校給食に原因があり食中毒が起きたのではないかと疑う部分があったとしても、その記録があることにより疑いを晴らすことができるという一つの利点があります。それからそういう記録を持つことによって原因究明が可能になるという二つ目の利点があります。これは山形県だけではなく、全国的な取り組みとなります。HACCPの取組みについては、うちの保健所が相談窓口として助言などをしていくということになると思いますが、そういうやり方で食中毒を防ぐということで、今後進んでいくと思いますのでよろしくお願いしたいと思います。

所長　　　ありがとうございました。
衛生管理については、マニュアルに則り徹底しておりますが、なお、ノロウィルスについては、ある程度流行る時期があるのかなとも思っていたのですが、この春先の事例で一年を通して取り組みをしなければならないと感じているところです。
事 務 局　　　ほかにみなさまから質問、意見ありますでしょうか。

それでは無いようですので、これをもちまして第一回の運営委員会を閉会したいと思います。ほんとにお忙しい中お集まりいただきましてありがとうございました。本日はこれにて終了致します。どうもおつかれさまでした。

（閉　会）

終了　１６：１０
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